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ゲノムから紐解くミヤコグサの環境適応戦略

Genomic basis for environmental adaptation 
revealed by resources of Lotus japonicus

佐藤修正 Prof. Shusei SATO

ミヤコグサ（Lotus japonicus）は、日本全土に自生するマメ科の多年草で、南
北に長く多様な日本の気候環境に適応してきました。私たちは、日本各地で採
取されたミヤコグサ系統のリシークエンスによる多型情報整備と、東北大圃場
での栽培実験により得られた表現型を用いたゲノムワイド関連解析により、ミ
ヤコグサが日本に定着した歴史と、高緯度地域への適応に鍵となった遺伝子を
明らかにしました。今回のセミナーではこのミヤコグサ系統を用いた集団ゲノ
ミクス解析について紹介するとともに、この研究を支えたミヤコグサの研究リ
ソースについてNBRPミヤコグサ・ダイズの活動と合わせて紹介したいと考えて

おります。
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